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神戸市生田区明石町１８ノ１泰和ピル６Ｆ
ＰＨＯＮＥ（0 7 8 ) ３３１－０４８１〈代〉
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１

１、
ヨロン岳弓にて

式 会社自然都市みずI ま苑
１協和ビル２Ｆ
－２５５１〈代＞

明盛開発株
神戸市生田区下山手通り５－２
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《

●
ミ
キ
モ
ト
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ジ
ュ
ー
リ
ー
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
全
国
の
有
名

に
て
、
取
り
あ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
洋
装
用
、
和
装
用
各
種
と
り
そ
ろ
え

ま
｛
＄
お
問
合
せ
は
、
大
阪
支
店
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
ｓ
４
１
．
○
２
４
フ
神
戸
店
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
量
Ｉ
．
Ｃ
Ｏ
冒

花
嫁
の
冠
は
〈
真
珠
〉

純
白
の
世
界
に

ひ
と
き
わ
気
品
を
添
え
ま
す

β

神
一一島

宮
堂

ノ
ー
一

一
一
一
店

一
一
支

戸
阪

神
大

、

篭皇塞、

戸国際会館ＴＥＬ２２１－００６２
新大ビルＴＥＬ３４１－０２４７

－世界の宝石店一

ＭＩＫＩＭＯ' 1 ､ ○
本店＝東京一銀座４丁目ＴＥＬ５３５－４６１１

京者B 支店＝河原町蛸薬師上ルーＢＡＬビルＴＥＬ２４１－２９７０
大阪＝高島屋。 阪神・阪急・松坂屋画御木本真珠店。 - 1 9 7 2
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神
戸
っ
子

‐
●

目

こ
の
七
月
、
地
元
神
戸
の
国
際
会
館
で
有
吉
佐
和
子
原
作
、
津
上
忠
脚
色
・
演
出
に
よ
る
「
出
雲
の
阿
国
」
で
菊
子
役
を
演
じ
、
ひ

と
き
わ
目
立
つ
好
演
で
注
目
を
集
め
た
の
が
こ
の
宮
本
圭
子
。

子
供
の
頃
、
文
楽
が
好
き
で
一
人
で
大
阪
ま
で
よ
く
見
に
行
っ
た
と
い
う
か
ら
も
と
も
と
芝
居
は
好
き
な
ほ
う
。
神
戸
の
山
手
女
子
学

園
卒
業
後
は
俳
優
座
養
成
所
で
三
年
間
演
劇
を
学
び
、
八
年
前
前
進
座
に
入
る
．
小
柄
で
お
と
な
し
い
性
格
だ
が
、
こ
と
芝
居
の
こ
と
に

な
る
と
人
一
倍
熱
心
で
、
舞
台
に
立
つ
と
見
違
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
彼
女
、
人
間
よ
り
犬
が
好
き
と
い
う
ほ
ど
の
犬
好
き
で
も
あ
り
、

捨
犬
を
カ
ゴ
に
入
れ
て
コ
ッ
ソ
リ
新
幹
線
で
神
戸
に
持
ち
帰
る
途
中
、
車
掌
に
（
し
て
大
声
で
泣
き
出
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る

ほ
ど
。
こ
の
舞
台
を
契
機
に
ど
ん
な
演
技
を
見
せ
て
く
れ
る
か
、
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

〈
写
真
・
神
戸
国
際
会
館
の
楽
屋
に
て
〉

Ｏ

前
進
座
の
ホ
ー
プ

理雪
鋸

'7２

〈
前
進
座
〉
カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

.裳

宮
本
圭
子

怪型
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あなたの
佳き日に L 』●●
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品質で世界に築くタサキの信用

田 崎真珠
■本社
神戸市葺合区旗塚通６－９
盃２３１－３３２．１

■バールファーム神戸
神戸市灘区六甲台町２４
か８７１－９２８９

■さんプラザ店
神戸さんプラザビル・３Ｆ
盃３９１－４０８５

■大阪プラザ店
大阪・ホテルプラザ内
垂４５８－２４４９

婚約リングのカタログご希望の方は
上記へご連絡下さい
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御
影
の
小
原
流
家
元
会
館
の
坂
道
を
白
い
ス
ー
ツ
に
ブ
ル
ー
の
シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ィ
の
豊
雲
氏
二
世
夏
樹
さ
ん
が
歩
く
と
、
木
も

れ
陽
に
す
ず
や
か
だ
。

昭
和
二
十
四
年
生
れ
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
甲
南
学
園
で
す
ご
し
た
と
い
う
神
戸
っ
子
。
こ
の
六
月
小
原
流
の
東
京
支
部
長
に
な
っ

て
華
道
界
の
最
前
線
へ
躍
り
出
た
。

「
好
き
嫌
い
な
く
色
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
そ
の
中
か
ら
自
分
の
パ
タ
ー
ン
を
掴
ん
で
ゆ
き
た
い
」
と
意
欲
的
。
花
を
生

け
さ
せ
る
と
日
本
一
だ
と
評
す
る
父
豊
雲
氏
と
共
に
、
こ
の
秋
の
テ
ー
マ
〃
環
境
と
生
花
″
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
「
花
は
女
性
で
す
ね
」

と
語
る
横
顔
に
一
一
ヒ
ル
な
－
面
を
見
せ
「
花
を
生
け
る
の
と
一
緒
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
ト
ー
タ
ル
ル
ッ
ク
の
組
み
合
せ
し
だ
い
」
と
ス

マ
ー
ト
な
ル
ッ
ク
ス
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
現
代
っ
子
だ
。
趣
味
は
ス
キ
ー
と
ヨ
ッ
ト
。
〈
小
原
流
家
元
会
館
で
〉

フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
二
世

●

〈
小
原
流
東
京
支
部
長
〉
カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

小
原
夏
樹
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白の真玉朱
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白の花ｳ 家
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ｌ童れを真珠にそえて

おしゃれをリードする………

函金子貢珠
神戸店：神戸市東灘区住吉町堂ノ本1 8 2 4

Ｔｅｌ〈8 1 1＞２８Ｂｌ～３
銀座店：ホテルパシフイック店; 福岡店: 長崎店

靴童唾一エ浪言．

■

１
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｉ

ある集い
★1 9 6 9 ／１三宮美専堂にデッサ z e r o K O B E < 0 > 展 ( 大阪信濃橋画廊。

,"‘/,大デｯｻﾝ展(ぎんＪＡＰＡＮＫＯＢＥ〈｡＞：名?麓覗布4;:Ｗｆン研究会として発足。

ちか広場・出品者7 0 名）1 9 7 1 ／５イヴェント「虹約4 0 名出演1 9 7 2 ／７J A P A N K O B E < 0 ＞「ふり､ ぶ
の革命」１４０名出演1 9 7 1 ／７～８研究所大アミダリ、ぷりぷり展」（大阪信濃橋画廊・５名のチーム制作）
クジ当選者榎氏賞金により渡欧1 9 7 1 ／９第２回研予定：1 9 7 2 ／９．７～１３第３回研究所展（さんち
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明るい中にも厳粛なムード
､ 幸せ〃の佳きI E I に Ｔｇ田
式場・着付室力､ ら写真室まて”ゆきとどいた設備が魅力。

ご披露宴お１人様.．…･￥2 , 5 0 0 →￥５，０００
（お料理･ お飲物込）

3 0 名様セット………￥１３５，０００

( 議塗盤駕灘物）
． ｡ 届蕗 F 目一E

阪神電鉄グループ
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会予約直通神戸( 0 7 8 ）３７１‐0 4 3 3
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第３２回
、

｢ う毎の記念日」
に開く花火

山］

今年も「海の記念日」の行事が
７月2 0 日を中心に多彩に催された。
オリエンタルホテルの式典では

永年勤続者、海事功労者が表彰を
うけた他、港の写真コンクール、
プラ模型競技大会等が行われたが
強風のため、クィン神戸の海上パ
レードは中止。花火打上げが延期
になり、やや盛り上がI ) を欠いた。

写真右神戸大橋から
下北野クラブから掘影
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神戸っ子のN O Wな感覚の店
戦●スタンハイムチェーン店

亀:j壁 ｍｉ嶋斎
で一一

ｑ
Ⅱ

｜ざ
｣ す

★新しく誕生したファッションディスコ ｌタ

一J

哩】

霧
,､Ｚ'融遜麹I ;：'融遜麹I ;：瞳伊

＝＝＝＝

冠４り妙

熱夢』熱夢』､ ﾛ挫半 毒一
． 園」

一

割
一一一一一一一－－－？‐

★当店はＰＭ７：００よりチケット制となって
いますが、チケットはオードブルとドリンク
のセットになっていて、チケット料金にはセ
ットへの税金・サービス料が含まれていない

牙、ヘ
垂尋ｑ
～←＞

ので、お気軽に' 営業時間いっぱいお楽しみい
ただけます。

・チケット料金‘貨琴冒乙冒垂麺嘩棒覇塞

浜☆ファミリーファーマシィは今迄にないＮＯＷ

な感覚のファッションディスコ。ウエイトレ

スのドレス・ディスプレーまで、コシノヒロ

コさん< ファッションデザイナー＞の作品で

す。

☆当店のメンバーになられた方には数々の特
典・お楽しみがありま、す。

喜
一

ﾃ 鴬要 ず塾一
一

､ 亨葡罰

、
』
一

一
藍
飛

一一

〆
。

．.＃

‘ず
魚 ｡ 当社ＫＫスタンハイムチェーン店の料理碑成は、六中クフフ

実（料理経験3 5 年）さんによるものです。

ピザハウスフくタンハイ
三宮センター街ＴＥＬ３ｇ

レストラン六甲クラ
ョ六甲ケーブル駅下ＴＥＬ８６ユー４１
Ａ. Ｍ､ １１: ＯＯ～Ｐ. Ｍ・ユユ：ＯＯ

３票笈ﾖ ﾌ ｱ ﾐ ﾘ ｰ ﾌ ｱ ｰ ﾏ ｼ
神戸甘調[ 難区魚崎北田丁５丁目９ノ

ＴＥＬ４４ユー４
Ｐ. Ｍ, 1 2 : ００一A . Ｍ, ３: ００

イムチェーン店の料理櫛成は、六甲クラブ料理部長西久保
さんによるものです。
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ままにペニー毛皮店では' 7 2 ～' 7 ３

畠

ソをっぶよリでそろえています。

鴎且馬酒唖
瞳〆

職 か

甥
f賎

１

!"，ＣＭＩＺｃ伽‘
湊まにペニー毛皮店では' 7 2 ～' ７３
ﾝ をつぶよリでそろえています。

背からフレーア

､ロ皇壷弓

●ポップな作而

ソトなど、す
るブル､ ／ン冬

シズ2-ｼヌ３ 乳" …‘必i 伽，
パリの香りをその
の毛皮コレクショ

はカラフルな点が目立ちパンタロンやジーンズの上に
６分丈のコートが多く、クラシックな作品は豹、オセ
ばらしいもので、ランタンスリーブやキモノスリーブ
－のあるシルエットが印象的。

宵ペニー毛皮店
の

神戸市葺
神戸国際

合区御幸通８丁目
会館１階

PHONE( 0 7 8 ) 2 2 1 - 3 3 2 7
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〈
逸
品
を
求
め
て
五
○
○
○
キ
ロ
〉

大
ド
イ
ツ
展
開
催
に
あ
た
り
私
た
ち
買
付
団
の
一
行
は
、
さ
ま
ざ

ま
の
ド
イ
ツ
の
街
を
訪
れ
た
。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
グ
の
青
い
鳥
で
は

な
い
が
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
訪
ね
て
逸
品
を
探
し
求
め
る

旅
で
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
の
玄
関
ロ
と
し
て
隆
勢
を
誇
る
ハ
ン
ブ

ル
グ
を
振
り
出
し
に
、
ハ
ン
ザ
同
盟
の
面
影
を
残
す
北
端
の
古
都

リ
ュ
ー
．
ヘ
ッ
ク
を
は
じ
め
永
々
と
一
三
○
○
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
貫

流
す
る
ラ
イ
ン
に
そ
っ
て
連
な
る
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

を
毎
日
五
○
○
キ
ロ
の
行
程
で
南
下
し
て
行
っ
た
。
世
界
的
規
模

の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
見
本
市
、
オ
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
皮
革
商
品

市
に
は
約
十
日
間
を
費
し
た
。
南
部
●
ハ
イ
エ
ル
ン
の
片
田
舎
や
東

独
の
街
々
に
ま
で
及
ん
だ
．
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
遺
産
と
言
わ
れ
る
縦

横
に
走
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（
高
速
道
路
）
の
利
用
は
時
間
か
ら
言

え
ば
非
常
に
効
率
は
高
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
国
内
二
○
日

間
五
○
○
○
キ
ロ
に
及
ぶ
走
破
は
な
か
な
か
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
も
あ
っ
た
。

一
般
に
は
ゲ
ル
マ
ン
気
質
の
堅
物
さ
が
云
々
さ
れ
、
賢
く
が
っ
ち

り
と
は
し
て
は
い
る
が
楽
し
さ
も
融
通
性
も
な
い
ド
イ
ツ
の
イ
メ

ー
ジ
が
想
像
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
見
る
と
聞
く
で
は
大
き
く
異

り
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
と
う
て
い
見
ら
れ
な
い
魅
力
が
随
所

に
あ
っ
た
．
家
庭
的
な
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
や
ら
、
飲
み
、
歌
い
、

踊
り
狂
う
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
想
像
も
し
な
か
っ
た
旅
の
楽
し
さ
が

待
ち
受
け
て
い
た
。

と
り
わ
け
ド
イ
ツ
人
は
な
に
よ
り
も
日
本
び
い
き
、
そ
れ
に
親
切

清
潔
、
勤
勉
…
…
日
本
人
と
共
通
し
た
特
質
が
あ
り
、
言
葉
の
障
・

害
が
な
け
れ
ば
全
く
日
本
に
居
る
の
と
同
じ
感
覚
で
ビ
ジ
ネ
ス
が

す
す
め
ら
れ
た
。

〈
世
界
に
誇
る
ド
イ
ツ
の
品
々
〉

大
ド
イ
ツ
展
出
品
商
品
は
す
て
き
な
デ
ザ
イ
ン
大
担
な
色
使
い
の

洋
服
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商

品
を
は
じ
め
、
欧
州
Ｎ
０
１
の
窯
東
独
マ
イ
セ
ン
磁
器
、
カ
ラ
Ｉ

フ
ル
な
バ
イ
エ
ル
ン
陶
器
、
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
金
属
ペ
ッ

ト
イ
ン
テ
リ
ア
、
趣
き
の
あ
る
銅
製
品
、
銀
器
、
美
し
い
照
明
器

具
、
使
い
勝
手
の
良
い
台
所
用
品
、
楽
し
い
民
芸
品
、
お
も
ち
ゃ

シ
ッ
ク
な
寝
装
品
、
そ
れ
に
自
慢
の
ビ
ー
ル
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど

の
食
料
品
、
あ
ら
ゆ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
大
ス
ケ
ー
ル
の
展
開
と
な

る
。
い
ず
れ
も
日
本
に
は
じ
め
て
お
目
見
え
す
る
も
の
ば
か
り
、

海
朴
弧
催
し
の
決
定
版
と
も
言
え
る
品
々
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
商
品
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
は
伝
統
と
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
、
そ
れ
に
生
活
の
す
み
ず
み
ま
で
研
究
し
つ
く
し
た
徴
密

な
合
理
性
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
る
こ
と
は
世
界
一
級
品
と
し

て
の
誇
り
で
あ
る
。

買
付
け
の
時
点
で
の
彼
等
の
第
一
声
は
い
づ
れ
も
「
私
の
と
こ
ろ

の
商
品
は
世
界
一
す
ば
ら
し
い
」
と
自
信
を
持
っ
て
断
言
す
る
、

良
品
、
信
用
を
重
ん
ず
る
ド
イ
ツ
気
質
の
披
歴
で
あ
る
．

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
に
比
・
ヘ
ド
イ
ッ
の
街
々
は
戦
後
の
復

興
は
め
ざ
ま
し
い
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
．
中
心
街
メ
ン
ヶ
ペ
ル
グ
も
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク
も
美
し
い
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
展
開
で
、
す
ば
ら
し
い
商
品
の
洪
水
の
，
中
に
賑
い
を

示
し
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
の
紋
章
ワ
シ
の
羽
ば
た
き
の
ご
と
く
力

強
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
雄
々
し
く
警
鈴
末
を
続
け
る
ド
イ
ッ
エ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。

〈
大
ド
イ
ツ
展
の
よ
び
も
の
〉

ヨ
ー
デ
ル
の
聞
え
る
ピ
ァ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
現
地
か
ら
と
ど
い
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
写
真
、
昔
な
っ
か
し
力
Ｉ
ル
ッ
ア
イ
ス
光
学
器
、
マ

イ
セ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
グ
リ
ム
の
絵
本
か
ら
飛
び
出
た
お
菓
子

の
家
、
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
刃
物
コ
ー
ナ
ー
…
…
そ
こ
う
ロ
の
匡
諒
号
の

三
の
い
い
の
は
楽
し
い
内
容
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
で
△
エ
ド
イ
ッ
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
を
み
な
さ
ま
に
ご
披
露
い
た
し
ま
す
．

★ドイツの旅< ２＞

大ドイツ展に
よせて
森透

くそごう神戸店販売推進部長〉
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五輪の祭典と日寺を同じ＜華力､ に開幕／
i H i

〃
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鵜

I■■
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☆現地直接買付けによる雄大の海外展

ＤｅｕｔｓｃｈｅＭｅｓｓｅ

９月１日(金)→９月６日附
７階大催会場

Ｐ

ヨーロッパの米辛

魅惑のドｲﾂｲﾝﾃﾘｱの数々

■皿’

|、

卜

キス１．．
ルスタン
1,2?０００
1 0 0 本透
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璃一
Ｌ

松
林
が
美
し
い
芦
屋
川
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ナ
ホ
ー
ル
と
並
ぶ
白
い
館
〃
芦
屋
川
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
〃
の
地
下
中
央

一
階
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｗ
な
イ
ン
テ
リ
ヤ
の
○
○
両
用
、
俸
三
こ
の
一
○
Ｆ
ア
ヵ
Ｃ
が
誕
生
し
ま
し
た
・
・

居
心
地
の
す
て
き
な
ス
ペ
ー
ス
で
、
マ
マ
の
や
さ
し
い
心
づ
か
い
と
手
料
理
の
味
．
そ
し
て
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ

ー
と
気
軽
る
な
値
段
の
洋
酒
が
評
判
の
ブ
レ
ィ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
．

芦屋市業平町８番１４
芦屋川アーバンライフＢ１
ＰＨＯＮＥ（0 7 9 7 ) ３１－８３５３
Ａ. Ｍ, １１：ＯＯ－Ｐ. Ｍ､ １１：００

一

垂一・５垂言〆

鍵霧：三一

●言文面.ｒ

ネ畠田武
ｲ ﾝ ﾃ ｌｊヤデザイナー

●力阻工
インテリヤヨシエ

ＣＯＦＦＥＥ＆ＭＵＳＩＣ

回Ｉ
戸

癖
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蝉
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』
■
エ
ト
ラ
ン
セ
と
に
し
む
ら
〈
９
〉

０
．
Ｒ
・
メ
イ
ー
キ
ー
ン
ソ
ン
さ
ん
ハ
エ
ド
ワ
ー
ド
テ
イ
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
ア
ド
ゾ
ン
汗
港
支
店
長
》

忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
い
ま
に
飲
む
瑚
俳
の
禾
巳
リ

ベ
リ
ー
デ
リ
シ
ャ
ス
ノ
．
と
ほ
っ
と
ひ
と
い
き

国塾舘

蕊

『＆▲

『DＪ
声

■■

鰭

』● q ■

宮水ＣＯＦＦＥＥの

にしむら劫1排店
中山手本店<中山手１丁目電停前> 2 2 1 - 1 8 7 2 午前８時3 0 分一午後1 1 時
石屋川店< 阪神石屋川訳浜側> 8 4 1 - 0 7 6 3 午前８時一午後１０時
センター街店〈三宮センター街> 3 9 1 - 0 6 6 9 午前1 0 時一午後1 0 時

ロ

ヂ

型
一
己
■

言
弔
戸
切

一年妾署一一壱老三

グ

〃

馳

画寿厘
聡

ｐ
』
一

卸
壷

■
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一二一

e‘,参"”

遷塞ご－遷塞ご－

､亀零§自営

■神戸：大丸前紳士服飾店・大丸前婦人服飾店・三宮センター街店・さんちかタウン店・さんブラザ店■大阪：梅田阪急三番街店・心斎橋パル
コ店・ミナミ地下街虹のまち店■東京：東急百貨店日本橋店・東急百貨店渋谷店・池袋パルコ店■京都：藤井大丸店■姫路：やまとやしき店

一Ｆ、／

秋
の
足
立
口
が
教
え
て
く
れ
る
》
耕
し
い
エ
レ
ガ
ン
ス
、
さ
’
ま
ざ
，
ま
‘
な
，
フ
ラ
ン
に
↓
小
さ
わ
し
い
セ
リ
ザ
ワ

酋画" 占汗南
＊婦人服飾・紳士服飾＊

､亀零§自営

４
シ
ン
サ
リ
ー
テ
ィ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
“
は
お
し
ゃ
れ
の
誠
龍
へ
な
化
身
で
す

ﾐﾐ尋

弓

ﾐﾐ尋

興条室

‘劇「

ｊＺＫ 蕊蕊震､、

一可一可

零章三量零章三量
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だれかが風景をぬりかえています
だれかが季節の扇をたたいています
だれかが階段をおりてきます
わたしの心にさざ波をたてて………

東京。ギンザ

三宮店 センター街さんう°ラザビル２．３Ｆ
ＡＭ１１: ００～ＰＭ８: ００盃3 9 1 - 6 8 6 1
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霞
☆
わ
た
し
の
意
見

安
部
義
人

神
戸

〈
朝
Ｈ
新
聞
神
戸
支
局
長
〉

近
ご
ろ
の

十
二
年
ぶ
り
に
神
戸
に
帰
っ
て
、
も
う
一
年
近
く
に
な
る
。
二

十
七
年
正
月
か
ら
七
年
半
あ
ま
り
、
新
聞
記
者
と
し
て
、
サ
ッ
同

り
か
ら
県
庁
詰
め
ま
で
、
大
げ
さ
な
よ
う
だ
が
青
春
を
す
ご
し
た

町
だ
け
に
、
思
い
出
は
多
い
。
懐
し
い
人
と
も
大
勢
再
会
で
き

た
。
だ
が
、
最
近
は
町
へ
出
る
の
が
、
妙
に
お
っ
く
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
原
因
は
な
ん
だ
ろ
う
か
、
と
時
々
自
問
し
て
み
る
の

だ
が
は
つ
き
し
な
か
っ
た
。

つ
い
こ
の
間
、
Ｏ
Ｂ
神
戸
支
局
会
と
い
う
の
を
や
っ
た
。
二
十

五
年
ご
ろ
か
ら
三
十
五
年
ま
で
、
神
戸
支
局
に
勤
務
し
た
こ
と
の

あ
る
新
聞
記
者
の
集
り
で
あ
る
。
と
っ
く
に
定
年
に
な
っ
た
当
時

の
支
局
長
や
デ
ス
ク
、
す
っ
か
り
お
と
な
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

キ
ャ
ッ
プ
も
ま
じ
え
て
、
わ
あ
わ
あ
、
が
や
が
や
や
っ
て
い
る
う

ち
に
、
だ
れ
か
が
「
神
戸
に
は
に
お
い
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
い

は
じ
め
た
。

近
ご
ろ
の
神
戸
の
変
容
は
す
ざ
ま
じ
い
。
三
宮
で
電
車
を
降
り

て
、
支
局
ま
で
く
る
間
に
、
地
下
街
で
迷
子
に
な
り
そ
う
だ
っ
た

と
い
う
Ｏ
Ｂ
。
わ
ざ
わ
ざ
宴
会
場
ま
で
元
町
通
を
歩
い
て
き
た
人

は
、
む
か
し
な
じ
み
の
喫
茶
店
の
看
板
を
さ
が
す
の
に
一
苦
労
し

た
と
い
う
。
ビ
ル
が
ふ
え
、
道
幅
は
ひ
ろ
が
り
、
商
店
の
ウ
イ
ン

ド
は
は
な
や
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
町
並
み
に
は
神
戸
ら
し

さ
が
消
え
て
、
東
京
、
大
阪
と
変
り
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
だ
。

ホ
ル
モ
ン
焼
の
け
む
り
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
三
宮
の
ジ
ャ
ン
ジ

ャ
ン
町
や
、
細
い
道
を
へ
だ
て
て
、
な
に
や
ら
得
体
の
知
れ
な
い

中
華
料
理
の
材
料
を
売
っ
て
い
た
南
京
町
は
、
改
造
ビ
ル
に
変
っ

た
り
、
道
幅
が
ひ
ろ
が
っ
て
、
す
っ
か
り
面
影
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
静
か
だ
っ
た
中
山
手
に
ま
で
バ
ー
や
、
ホ
テ
ル
が
進
出

し
て
い
る
。
海
岸
通
だ
っ
て
、
不
粋
な
高
速
道
路
が
走
っ
て
、
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
神
戸
に
に
お
い
が
毒
く
厳
っ
た
」
ｌ
そ
れ
は
神
戸
の
都
心
に

も
う
市
民
生
活
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
生
田
葺

合
の
人
ｎ
は
年
々
減
少
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
垂
水
や
北
神
地

区
の
人
川
急
増
は
目
を
み
は
る
ほ
ど
だ
。
神
戸
の
中
心
街
も
た
だ

働
く
だ
け
、
も
う
け
る
だ
け
の
町
に
変
っ
て
し
ま
っ
て
は
味
気
な

い
。
ど
う
や
ら
わ
た
し
の
出
不
精
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
だ
。

’
2７
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格調高い雰囲気とまど
ころあるサーービスて，、
おふたりの新しい人生
の門出を、豪華厳粛に
波出申し上げます

一一z一画方＝たj 7 r ﾗ ﾐ ﾙＬ
ｂ

神戸･三宮ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾛ ｰＦ職2 ;湖：

新大阪Z j ミテノレチェーン

鰐 Z8I

三宮・神戸国際会館内電話( 0 7 8 ) 2 2 1 - 8 0 5 1
神戸市葺合区御幸通８丁目９－１
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随想三題わ
た
し
が
彼
に
出
合
っ
た
の
は
、
大

学
へ
行
く
の
に
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
を
し

た
と
き
で
す
。
二
人
と
も
、
リ
ヨ
ン
大

学
文
学
部
に
籍
を
置
い
て
い
て
、
大
学

寮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
寮
が
交
通
の

不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
大
学

へ
行
く
の
に
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
を
す
る

習
慣
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
Ⅱ
は
雨

が
降
っ
て
い
て
、
私
の
た
め
に
止
っ
て

く
れ
た
車
に
は
、
す
で
に
彼
が
座
っ
て

一結婚特集「日本の男姓、日本の女性｣ －

篭萄:蔓鍵溌識識鍵

ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
・
川
合

〈
叩
南
大
学
講
師
・
川
合
清
隆
氏
夫
人
〉

滞
在
八
ケ
月
の
印
象

守
製
ｉ
Ｌ
Ｉ
嘩
脚
蜜
諦
鐸
緯
慰
騨
審
騨
蝿
識
調
鑓
癖
押
弔
乳
卸
出

際
結
婚
を
踏
み
き
ら
せ
る
勇
気
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
話
す
と
、
私
は
「
彼

個
人
」
と
結
婚
し
た
の
で
は
な
く
、
「
あ

る
一
人
の
日
本
人
」
と
結
婚
し
た
よ
う

な
ぐ
あ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

彼
個
人
が
私
に
気
に
入
っ
た
点
は
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
で
意
見
が
一
致
す
る
こ

と
、
い
っ
て
み
れ
ば
人
生
観
が
共
通
し

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
彼
と

い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
一
緒
に
出

来
て
、
退
屈
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ

う
な
感
じ
の
魅
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す

ｕ
本
に
住
み
は
じ
め
て
八
ケ
月
に
な

り
ま
す
が
、
印
象
は
と
い
え
ば
、
気
候

は
冬
は
と
て
も
快
適
で
す
が
、
夏
は
暑

く
て
大
変
で
す
。
地
域
的
に
は
、
阪
神

間
の
様
子
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
す

が
、
海
と
山
が
せ
ま
っ
て
い
て
、
そ
の

間
に
人
口
が
密
集
し
て
、
自
然
環
境
で

も
、
生
活
環
境
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り

厳
し
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。
Ｒ

本
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
と
い
う
よ
り
も
よ
く
働
く
と
い

う
面
が
印
象
と
し
て
残
り
ま
す
。
人
々

の
表
情
を
見
て
い
る
と
、
不
幸
だ
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
が
、
そ
れ
か
と
い
っ

て
幸
福
そ
う
に
も
見
え
な
い
。
た
だ
生

活
は
少
し
重
そ
う
で
、
生
き
て
い
る
以

上
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
仕
方
が
な
い

と
い
う
日
常
的
生
活
感
覚
が
、
フ
ラ
ン

ス
人
よ
り
も
日
本
人
の
方
に
目
立
ち
ま

す
。
知
り
合
い
に
ま
っ
た
日
本
人
の
家

庭
生
活
で
は
、
夫
と
妻
の
役
割
が
は
っ

カット／南和好

い
て
、
私
は
そ
の
隣
り
に
座
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
最
初
の
き
っ

か
け
で
す
ね
。

今
で
は
私
は
日
本
人
と
結
婚
し
て
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
日
本

や
日
本
の
男
性
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

日
本
人
で
あ
る
彼
と
交
際
す
る
こ
と

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
や
は
り
彼
が

私
に
は
、
外
国
人
で
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

面
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
若

い
人
な
ら
、
恐
ら
く
誰
で
も
外
国
人
の

異
性
と
の
交
際
に
は
興
味
を
抱
く
で
し

ょ
う
。
相
手
の
人
を
通
し
て
、
自
分
の
知

ら
な
い
別
の
世
界
を
見
る
と
い
う
興
味

が
あ
り
ま
す
か
ら
結
婚
を
決
意
す
る
の

に
も
、
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
積
極
的

な
作
用
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
結

婚
し
て
、
日
本
へ
来
て
、
家
族
や
い
ま
ま

で
住
ん
で
い
た
町
を
去
っ
て
き
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
一
方
で
は
、
結
婚
が
家

事
と
育
児
だ
け
で
な
く
恋
愛
と
遠
い
知

ら
な
い
国
で
の
生
活
と
い
う
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
要
素
を
得
る
の
で
、
そ
れ
が
国

ＴＩ

’
2９
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ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ル
ポ
ン

ヘ
野
球
評
論
家
・
カ
ポ
ネ
経
営
者
〉

一
生
住
ん
で
い
た
い

神
戸
の
街

１
３０

１

私
が
キ
ュ
ー
バ
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手

と
し
て
Ⅱ
本
へ
や
っ
て
来
て
も
う
卜
七

年
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
阪
急
ブ
レ

ー
ブ
ス
の
メ
イ
ン
球
場
の
あ
る
阿
宮
に

住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
円
本
に
来
て

一
番
困
っ
た
の
は
言
葉
、
そ
れ
に
食
べ

物
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
と
い
う
と
食

堆
に
入
っ
て
も
私
達
の
口
に
合
う
も
の

は
少
く
、
今
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
る
も

の
の
数
も
、
種
類
も
豊
富
で
す
が
、
当

時
は
あ
っ
て
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
チ
キ

ン
ラ
イ
ス
だ
け
、
仕
方
が
な
い
の
で
毎

Ｈ
毎
日
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
チ
キ
ン
ラ
イ

ス
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

今
で
は
、
こ
れ
だ
け
は
食
べ
よ
う
と
は

思
い
ま
せ
ん
…
…
。

私
が
私
の
奥
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の

は
ｎ
本
に
来
て
五
年
目
で
、
西
宮
に
住

ん
で
い
た
彼
女
は
よ
く
応
援
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
Ｈ
本
の
人
は
一
般
に
真
面

目
で
親
切
で
す
が
、
私
が
彼
女
に
持
っ

た
第
一
印
象
も
親
切
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。結

婚
し
て
か
ら
も
全
く
変
ら
ず
、
料

理
は
ｋ
手
だ
し
言
う
こ
と
な
し
の
奥
さ

ん
で
す
。
そ
れ
に
、
今
で
は
小
学
二
年
生

の
娘
が
あ
り
ま
す
が
、
私
と
娘
の
こ
と

を
本
当
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

千
本
安
打
、
千
試
合
出
場
、
オ
ー
ル

ス
タ
ー
出
場
二
回
の
思
い
出
深
い
プ
ロ

野
球
生
活
か
ら
足
を
引
き
、
神
戸
で

〃
カ
ポ
ネ
″
と
い
う
西
洋
料
理
店
を
開

い
て
県
や
六
年
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
野
球
に
は
未
練
が
あ
っ
て
、
昼
間

は
よ
く
球
場
に
出
掛
け
ま
す
。
で
も
、
神

戸
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
必
ず
、
現
役

時
代
の
私
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の

か
、
「
パ
ル
ポ
ン
ノ
．
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
本
当
に
嬉
し

い
ね
。
す
っ
か
り
神
戸
で
は
顔
見
知
り

に
た
り
友
達
も
多
く
出
来
て
、
全
く
悪

い
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
は
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

も
う
Ⅱ
本
に
は
無
い
も
の
は
無
く
な
り

ま
し
た
し
、
私
が
神
戸
へ
来
て
か
ら
の

数
年
間
の
う
ち
で
も
こ
ろ
り
と
変
わ
り

ま
し
た
。
特
に
若
者
全
体
が
本
当
に
自

由
と
い
う
感
じ
に
な
り
、
例
え
ば
数
年

前
の
学
生
さ
ん
は
黒
い
制
服
と
つ
め
衿

と
決
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
頃
で
は
め

っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
本
の
男
性
は
結
婚
し
て
か
ら

よ
く
遊
ぶ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
も
同

感
で
す
。
よ
く
遊
ぶ
と
い
う
の
は
語
弊

が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
街
で
食
べ
た

り
、
飲
ん
だ
り
し
て
夜
遅
く
帰
る
人
が

多
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
日
本
の
奥
さ
ん

も
あ
ま
り
怒
ら
な
い
よ
う
で
、
男
性
は

余
計
い
い
気
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
三
日
間
で
も

続
け
て
帰
宅
が
遅
い
と
、
奥
さ
ん
は
怒

っ
て
、
た
だ
で
は
済
ま
な
い
で
す
れ
。

Ⅱ
本
の
女
性
の
優
し
い
の
は
結
構
だ

が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
も
っ
と
怒
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の

家
で
も
私
の
帰
宅
が
遅
れ
る
と
事
故
で

も
あ
っ
た
の
で
は
と
非
常
に
心
配
し
て

い
ま
す
か
ら
、
男
性
も
考
え
な
く
て
は

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
私
は

キ
ュ
ー
バ
で
の
生
活
よ
り
、
日
本
の
生

活
の
方
が
も
う
永
く
な
り
ま
す
。
キ
ュ

ー
バ
の
思
い
出
よ
り
、
日
本
の
思
い
出

の
方
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
友
達
よ
り
日
本

の
友
達
の
方
が
比
較
に
な
ら
な
い
程
多

い
で
す
。
そ
れ
に
、
こ
こ
数
年
神
戸
に

い
て
思
う
の
で
す
が
、
神
戸
は
本
当
に

素
敵
な
街
で
す
。
一
生
こ
こ
に
住
み
た

き
り
と
区
分
さ
れ
て
い
て
、
妾
は
犬
の

形
に
隠
れ
て
い
て
、
妻
と
夫
が
家
庭
堆

活
で
も
同
じ
水
準
に
立
っ
て
い
な
い
と

い
う
印
象
で
す
ね
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
ｎ
本
で
の
私
の
唯

活
は
特
に
困
難
な
こ
と
も
な
く
、
快
適

で
、
出
来
る
だ
け
早
く
日
本
語
を
マ
ス

タ
ー
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
が
最
大
の
難
事
の
よ
う
で
す
。
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い
で
す
ね
。
神
戸
の
バ
ル
ポ
ン
で
い
た

い
で
す
。

私
達
が
は
じ
め
て
め
ぐ
り
あ
っ
た
の

は
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ェ
ラ
ー
ラ
市
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
宮
殿
で
〃
エ
ミ
リ
オ
・
グ

レ
コ
大
展
覧
会
″
が
あ
っ
た
時
で
す
。

そ
れ
以
前
も
同
じ
大
学
で
顔
を
合
わ
し

て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
の
展
覧
会
で
会

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
間
も
な
く
ベ

ニ
ス
か
ら
百
キ
ロ
程
南
に
あ
る
ボ
ー
河

の
近
く
の
教
会
で
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

昼
も
夜
も
霧
の
都
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
よ

う
な
感
じ
で
、
河
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

霧
に
、
ク
リ
一
〈
マ
ス
の
灯
が
ち
か
ち
か

光
っ
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

ロ
ー
マ
で
三
ケ
月
半
程
の
新
婚
生
活

を
経
て
日
本
に
今
年
の
四
月
に
来
ま
し

た
。
外
国
の
男
性
と
結
婚
す
る
の
は
非

常
を
決
心
が
い
る
だ
ろ
う
と
皆
に
い
わ

れ
ま
す
が
、
別
段
そ
ん
な
こ
と
は
考
え

パ
ト
リ
ッ
ッ
ア
・
新
谷

〈
彫
刻
家
・
新
谷
霧
紀
氏
夫
人
〉

１
３
１

い
つ
も
一
緒
に
。
…
：

ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
お
友
達

に
比
べ
て
、
彼
に
は
非
常
に
き
め
の
細

か
い
優
し
さ
と
誠
実
さ
が
あ
り
、
国
境

な
ど
と
い
う
こ
と
は
全
く
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
い
る
時
に
特
別
試
写
会

で
「
愛
ふ
た
た
び
」
と
い
う
映
画
を
見
に

連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
そ
の
画
面
に
映
っ
た
ｕ
本
の
電
車

を
見
て
あ
ま
り
に
も
満
員
な
の
で
び
っ

く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
日
本

に
来
て
み
て
、
や
は
り
人
口
は
イ
タ
リ

ア
か
ら
考
え
る
と
想
像
を
絶
す
る
と
い

っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
衣
・
食
・
住
す

べ
て
が
違
っ
た
環
境
で
、
も
の
珍
し
く

も
あ
り
、
不
安
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
物

価
が
安
く
、
住
み
や
す
い
国
で
す
。
日

本
に
来
て
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
言
葉

で
す
が
、
言
葉
で
と
っ
て
も
面
白
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
例
の
映
両
を
見
て

い
た
折
に
、
痴
漢
の
話
が
出
て
、
日
本

語
で
そ
ん
な
人
の
こ
と
を
〃
ス
ケ
ベ

エ
〃
と
い
う
け
れ
ど
も
う
一
つ
の
意
味

が
あ
っ
て
、
男
の
人
に
対
す
る
敬
称
で

ミ
ス
タ
ー
の
意
味
が
あ
る
と
教
え
ら
れ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本
の
男
性
に
会

う
と
「
ス
ケ
ベ
エ
×
×
さ
ん
」
と
挨
拶

し
て
い
た
ん
で
す
。
皆
、
変
な
顔
を
す

る
し
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
う
ん
で
す
。
で
も

私
は
、
そ
う
思
い
込
ん
で
い
て
、
後
で

嘘
だ
と
言
わ
れ
て
も
信
じ
ら
れ
な
く
て

困
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
寿
司
が

食
べ
た
い
と
思
っ
て
外
へ
出
掛
け
た
時

に
、
も
う
今
日
は
売
切
れ
た
と
い
う
ん

で
す
。
店
の
前
の
ケ
ー
ス
に
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
の
で
、
「
ア

ソ
コ
ー
ー
ア
ル
ノ
ー
ー
ノ
．
」
と
い
う
と
、
そ

れ
は
、
ロ
ウ
で
作
っ
た
立
体
メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
の
で
す
。
今
に
な
っ
て
み
る
と
、

お
か
し
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。

私
は
以
外
に
も
川
本
の
女
性
ら
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
彼
に
高
わ
れ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
は
、
私
が
Ｈ
本
の
男
性
の

妾
と
し
て
ｕ
本
の
女
性
ら
し
く
し
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
私
の
性
格
だ
と
思

い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
女
性
が
男
性

に
尽
す
と
い
う
こ
と
は
少
な
い
よ
う

で
、
反
対
に
男
性
は
奥
様
を
失
う
の
を

恐
れ
て
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ｕ
本
と
は

全
然
違
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
Ⅲ
木
の
男

性
は
奥
様
を
放
っ
て
お
い
て
行
動
す
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
。
北
野
ク
ラ
ブ

に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
な
ん
と
ｎ

本
の
国
に
は
、
奥
さ
ん
と
う
ま
い
こ
と

い
か
な
い
人
が
多
い
の
か
と
思
い
ま
し

た
。
私
が
今
ま
で
見
て
来
た
夫
婦
は
い

つ
も
出
掛
け
る
時
は
一
緒
で
、
特
に
夜

出
掛
け
る
時
は
、
独
身
の
人
か
奥
さ
ん

の
亡
く
な
っ
た
人
以
外
は
ほ
と
ん
ど
と

い
っ
て
い
い
く
ら
い
二
人
で
出
か
け
ま

す
。
Ｈ
本
も
や
は
り
、
男
性
一
人
で
楽

し
む
の
で
は
な
く
、
奥
さ
ん
同
伴
で
行

動
す
れ
ば
も
っ
と
素
晴
し
い
家
庭
が
出

来
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ

か
ら
も
い
つ
も
二
人
で
出
掛
け
る
つ
も

り
で
す
。
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ば
れ
、
最
後
に
は
東
遊
閣
地
南
の
噴
水

に
白
布
を
か
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
水
に
入
っ
て
必
死
の
思
い
で
お
お

い
つ
く
し
た
時
の
皆
の
興
奮
、
一
瞬
誰

も
彼
も
拍
手
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
も
当
初
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー

七
○
名
（
平
均
年
齢
二
二
・
五
歳
）

が
、
大
体
に
お
い
て
基
礎
た
る
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
や
デ
ッ
サ
ン
、
油
絵
を
地
味
に
研

究
、
学
習
し
て
き
た
な
か
で
つ
ち
か
わ

れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

次
に
主
た
る
Ⅱ
的
と
し
て
の
開
か
れ

後
、
こ
の
大
砲
は
と
あ
る
こ
と
か
ら
警

視
庁
の
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
結
局
、
芸
術
的
大
砲
と
い
う
こ
と
で

今
後
の
使
用
も
製
作
者
付
と
い
う
条
件

で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
で
市
内
で
は
時

々
ぶ
つ
ぱ
な
し
て
い
ま
す
の
で
大
砲
と

製
作
者
を
見
ら
れ
た
方
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
続
い
て
五
月
神
戸
祭
「
白
布

四
○
○
㎡
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
」
は
研
究
所

の
メ
ン
バ
ー
三
○
人
で
、
祭
地
帯
で
四

○
○
㎡
の
布
と
二
五
ｍ
の
赤
い
筒
に
な

っ
た
伸
縮
性
の
布
を
使
っ
て
大
い
に
あ

蕊

☆
あ
る
つ
ど
い
そ
の
足
あ
と

虚
ロ

』
跨
弔
陸
望
属
◎
国
国
合
〉

古
川
清

﹈
Ｐ
勺
シ
ｚ
侭
○
国
両
〈
・
〉
（
略
称
０

研
究
所
）
は
過
去
四
年
間
イ
ヴ
ェ
ン

ト
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
、
展
覧
会
、
パ
ー
テ

ィ
、
ｅ
ｔ
ｃ
の
活
動
に
積
極
的
に
と
り

く
み
つ
つ
、
現
代
の
芸
術
の
あ
り
方
を

常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
活
動

の
全
て
を
紹
介
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま

で
す
が
、
そ
の
一
部
だ
け
で
も
。
七
一

年
五
月
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
で
の
イ
ヴ
ェ

ン
ト
「
虹
の
革
命
」
は
尋
Ⅱ
中
六
時
間
に

及
ぶ
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
出
演

者
一
四
○
名
と
そ
の
観
客
が
一
体
と
な

っ
て
共
鳴
と
感
動
に
つ
つ
ま
れ
た
な
か

に
そ
の
幕
を
閉
じ
た
の
が
つ
い
先
ほ
ど

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
今
年
三

月
大
阪
信
濃
橋
画
廊
で
の
烏
﹈
跨
勺
缶
国

民
○
国
同
〈
。
〉
旨
展
で
は
大
砲
、
弾
丸
、

解
体
機
を
四
人
に
よ
る
共
同
作
品
と
し

て
発
表
し
た
時
、
解
体
機
を
回
し
、
物

を
ぶ
つ
こ
わ
し
、
大
砲
を
ぶ
っ
ぱ
な
し

は
じ
め
た
。
途
端
に
画
廊
主
が
泡
く
っ

て
飛
ん
で
き
て
日
く
「
通
り
の
向
い
に

銀
行
は
あ
る
し
、
赤
軍
派
の
事
件
の
直

後
で
も
あ
る
か
ら
、
や
め
て
下
さ
い
〃
」

「
静
か
に
う
ち
ま
す
か
ら
も
う
三
発
だ

け
う
た
し
て
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま

す
。
」
「
絶
体
静
か
に
ね
」
「
ハ
イ
〃
」

直
後
に
ド
ッ
カ
ー
ン
〃
（
量
を
最
高
に

多
く
し
た
）
ど
だ
い
静
か
に
大
砲
が
う

て
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
展
覧
会
の

美専堂でのデッサン風景

た
研
究
所
と
し
て
の
使
命
を
果
す
べ
く

時
点
に
立
っ
て
言
を
進
め
て
み
れ
ば
、

前
述
し
た
よ
う
に
我
々
は
ゼ
ミ
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
芸
術
の

歴
史
と
概
念
を
如
何
に
認
識
し
、
神
戸

の
地
、
ま
た
は
枇
界
に
実
践
の
符
を
打

つ
か
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
我
々
の
ゼ

ミ
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
の
実
際
行
動

は
、
他
に
類
を
み
ぬ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

実
際
的
芸
術
連
動
と
し
て
横
へ
の
広
が

り
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
堆
派
の

場
を
根
本
的
に
自
由
の
場
に
近
づ
け
よ

う
と
し
て
、
必
死
に
生
き
る
と
い
う
こ

と
へ
の
問
い
か
け
で
あ
り
、
自
由
を
希

求
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
原
点
を
見
い
Ⅲ

そ
う
と
思
う
の
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ

我
々
の
考
え
る
現
代
は
、
我
々
の
内
に

そ
の
問
題
の
大
半
を
内
包
す
る
以
上
、

現
代
と
い
う
も
の
を
他
動
的
に
受
け
と

め
る
に
終
始
し
て
い
て
は
、
現
代
そ
の

も
の
か
ら
後
退
し
て
い
く
よ
り
仕
方
が

な
い
で
し
ょ
う
。
か
と
い
っ
て
今
あ
る

諸
現
象
を
側
前
に
し
て
す
ぐ
に
も
敢
独

的
に
自
立
が
は
か
ら
れ
る
も
の
で
も
な

い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
多
様
な
現

代
に
対
す
べ
き
試
み
と
し
て
、
我
々
の

考
え
る
新
た
な
チ
ー
ム
活
動
の
有
効
性

が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
方
向
で

試
行
し
て
い
く
な
か
に
こ
そ
新
し
い
価

仙
の
創
造
性
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

』
エ
マ
ア
室
云
ロ
画
、
〈
ロ
〉

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
三
丁
目
一

美
専
堂
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
二
一
’
’
○
四
五

１
３２

１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



3３

●神戸六甲ライオンズクラブ’ 1 0周年記念

００

ロところサンボーホール( 入場無料）
□ぷろぐらむ／出ﾗ 寅者
フォーク☆青い三角定規☆ツベルクリン★ムッシュー
ロンク★Ｍ, Ｒ､ Ｑ★リンドアンドリンダ､ －ス

サンバ☆古谷哲也＋甲南大ブﾗ ジﾙ 研究会＋神戸っ子ﾁ ｰ ﾑ

口参加資格

神戸市に在住在勤の働く青少年
口申込方法
往復ﾊ ｺ ﾉ j ‘- 炉に住所・氏名・年令・勤務先を書いて
下記へお申込みください｡ 先着5 0 0 名｡ 〆切９月２５日

1 - 1 宛先

神戸市葺合区小野柄通８丁目三宮ビル６Ｆ
神戸六甲ライオンズクラブ｢ 働く若人の祭典係_ ｜

■主催／神戸六甲ライオンズクラブ．
■後援〆兵庫県青少年局・神戸市市民相談部

神戸新聞社
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